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Abstract 

To establish an efficient polyploid induction method， we carried out in vitro chromosome doubling of multiple shoots in 

some均ccInIulI1species. Multiple shoots were aseptically treated with two antimitotic agents， oryzalin and co1chicin巴， atdi汀Eト

ent concentrations and times. Aft巴rthes巴treatments，the shoots were successively cultured on MW  medium containing 5 mg • 
Lωzeatin. The ploidy levels of growth shoots were evaluated by both flow cytometry and chromosome counting. The 

frequency of chromosome-doubled plant production depended on the kinds of antimitotic agent， treatment concentrations and 

times， and species. Among the treatment conditions testedラ oryzalinindllced more chromosome dOllむlingthan colchicine. FOllr 

species of chromosome静 dOllbledplants were obtained with 0.005% 24-hour oryzalin treatment at the following freqllencies: 

V. cO/)'/I1bOSlIl1l 'Berkeley': 23.3%， V. smallii: 5.6%， V. vitis-idaea: 40.0%， V. uliginosllm: 57.8%. These results sllggest that 

oryzalin is very effi巴ctivefor polyploid induction of mllltiple shoots in均CCll11l1l1l.

Key Words : blueberry， chromosome doubling， flow cytometry， multiple shoot， wild Japanese species 
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緒扇

現在，我が国で栽培されているブルーペリーは，四倍体

の北部ハイブッシュブ、ルーペリー(陥ccinillmcoヴmbOSlIIl1

L.)と南部ハイブッシュブルーペリー (v.cO/)'mboslIIn inter-

spesific hybrid) および六倍体のラビットアイブルーペリー

(v. virg，αtllln Aiton) の3種であり，これらの多くは米国で

育成されたものである.一方，我が国には， ブやルーペリー

と近縁のスノキ属綴物が 14種または 18種自生している(北

村・村田， 1971;山崎， 1989) 岩塩(I984) は，古くから

これら臼本産野生種の育種素材としての有望性を指摘して

きたが，ブルーペリーの品種改良にはほとんど利用されな

かった(日iirsalmi，1988) . ブ、ルーペリーやその近縁野生種

であるピルペリー (v.myrtilllls L.) は，ポリフェノールな

どの抗酸化成分を多く含む機能性果実として注尽されてい

る (Kaltら， 1999)‘ Yoshizawaら (2002) は，我が国に自

生するナツハゼ (v.oldhamii Miq.) の果実抽出物のガン細
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抱増殖抑制効果を報告しており，高木ら (2005) は，ナツ

ハゼ果実がブルーペワー栽培品種と比較して高い抗酸化能

やポリフェノールを有していることを明らかにしており，

日本産野生種の育種への活用が望まれてし、る.近年，小松

ら (2003，2006)は，我が罰に自生して巣突のポリフェノー

ノレ含量と抗酸化活性が栽培;種よりも高いクロマメノキ (v.

lIliginoslIlI1し)と，食i床に寝れる北部ハイブッシュブルー

ペリー‘Bluecrop' との種間交i況を行い，肉親の中間の果

実特性を有する雑種を獲得しており， これらが食味に優れ

機能性に富む新品種育成のための育種母本になり得ると報

している.

米国では， フ守ルーペリー育種の開始以来，様々な近縁野

生種が品種改良に利用されてきたにhav巴z'Lyrene， 2009a) . 

しかしながら，スノキ属においては，三倍体接合体の崩壊

による強いトリプロイドブロックが原因で，ニ{音体野生種

と四倍体のハイブッシュブルーペリーとの交雑は容易でな

い (Sharp・Sherman，1971) .一方，スノキ属における同倍

数体拐の交雑においては，稔性を有する楊勢の強い雑種が

多数得られている (Lyrene• Ballington， 1ヲ86). そのため，

二倍体野生種を人為的に染色体倍加することで，四倍体と
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の交雑が容易になると考えられる (Chavez・Lyrene，2009b)
実際に，二倍体の V.elliottii Chapm.を花粉親として四倍体

の南部ハイブッシュブルーペリーと交雑した結果，受粉 i

花当たりの獲得実生数が 0.01であったのに対し，コルヒチ

ン処理により得られた V.elliottii Chapm.の同質四倍体を花

粉親とした場合で、は 3.86であった (Dweikat'Lyrene， 1991) 

コルヒチンによる人為的な倍数体作出方法 (Blakeslee' 

Avery， 1937) が開発されてから，様々な有糸分裂回答物質

が染色体倍加に利用されてきた ジニトロプニリン系除草

剤であるオリザリン [3ふジニトロ -4-(ジプロピルアミノ)

ベンゼンスルホンアミドJ (CI2HlSN.j06S) は，低濃度で多

くの染邑体倍加個体が得られること (Vainδola，2000) ，奇

形器官や成育奥常の発生が少ないこと (vanTuylら， 1992) 

などの理由により，近年コルヒチンと同様に染色体倍加に

利用されている.実際に， リンゴ (Bouvierら， 1994)，ナ

シ (Bouvierら， 2002) ，バナナ (VanDurenら， 1996) お

よびキンカン(八幡ら， 2004) など，多くの果樹でオリザ

リンによる染色体倍加が行われている スノキ属植物にお

いても，穂子にhavez・Lyrene，2009b; Miyashitaら， 2009; 

Rousi， 1967) や成長点 (Dweikat・Lyrene，1989; Mooreら，

1964) にコルヒチンを処理することにより染色体倍加個体

が作出されているが， これまでにコルヒチン以外の有糸分

裂|虫害物質の有効性は全く検討されていない.さらに，ス

ノキ属植物の染色体倍加個体の誘導率に言及した報告は少

なく，効率的な染色体倍加方法は確立されていない.

そこで本研究では，まず，スノキ属植物における染色体

倍加方法を確立するために，栽培品種の多芽体由来シュー

トをオリザリンとコルヒチンに浸法処理し，染色体倍加に

最適な処理濃度と時聞を検討した.次に，栽培品種で確立

した最適条例二をfれ、て，我が国に自生するスノキ属植物 4

種の染色体倍加を試みた.

材料および方法

1. 栽培品種でのコルヒチンおよびオリザリン処理条件の

検討(実験 1)

織物材料として，北部ハイブッシュブルーペリ-

'Berkeley' を供試した.Tetsumuraら (2008) と山内(佐藤)

ら (2012) の方法に従い，発芽直前の版芽を滅菌した後， 2 

%スクロース， 0.8%寒天および 5mg・L-1zeatinを添加した

MW培地 [MS培地 (Murashige・Skoog，1962) とWPM培

地 (Wolfeら， 1983)を等量混合](pH 4.8)に置床し， 250C， 

24時間連続照明下(38μmol' m-2 ， cl) で多芽体を誘導し

た.2か月ごとに同培地で多芽体を継代培養し，実験に必要

なシュート数になるまで縦代培養を繰り返した

新たに発生したシュートを約 40mm長に調製し， 0.2μm 

のフィルター(ザルトリウス)で滅菌したコルヒチン溶液

またはオリザリン溶液に浸潰した.なお，オリザリン溶液

は Dimethylsulfoxide (最終濃度 2%)で溶解した.コルヒチ

ン処理は， 4種類の濃度 (0.001，0.005， 0.1および 0.2%)

と 10種類の処理時間 (0ム 1，2， 4， 6， 12， 24， 48， 72 

および 96時間)を組み合わせた 20処理区とした一方，オ

リザリン処理は， 2種類の濃度 (0.001および 0.005%) と

3種類の処理時間(12，24および 48時間)を組み合わせた

6処理区を設けた なお いずれの処理区も 30本のシュー

トを供試した.コルヒチンまたはオリザリン処理後の

シュートを，滅菌水で 3回洗浄し， 20mmずつに切り分け，

前述した培地上に置床した塙養 2か月後に，処理した

シュートの肢芽から発生したシュートのうち I本を無作為

に選び，フローサイトメーター (FCM;EPICS XL， BECKMAN 

COULTER)で倍数性を解析した一部改良を加えた Yahata

ら (2005a)の方法に従い，採取した試料 50mgに 1mL chop-

ping buffer[6.30 g・L-1Na2SO]， 10.0 g'L-1 Triton X-IOO， 6.06 g' 

L-1トリス塩酸，10.0 山・ L-1RNase， 50.0 g' L-1 Polyvinylpyr-

rolidone (PVP-10)， pH 7.5Jを加え，シャーレ上で約 100田

細かく刻み， 20μm Cell Trics filter (Partec) によりろ過した.

さらに，測定直前に，ろ液に 50μlの500mg・L-1Propidium 

iodide溶液を加えて混合することで核を蛍光染色し相対蛍

光強度別に核をカウントした.

染色体倍加個体と推測されたものを，山内(佐藤)ら

(2012)の方法に従いIJ原化した.すなわち， FCM 解析を行っ

たシュートと同位置の版芽から新たに伸長したシュートを

採取しビートモスとボラ土を等賞混合したセル成型ト

レー (20x 20 x深さ 40mm/セル)に根の無い状態で直接

挿し木した.挿し木後，セル成型トレーはプラスチック製

の密閉容器に入れ， 250C，相対湿度 90~ 100%， 30μmol' 

m-2・clの 12時間照明条件下のインキュベータ内で発根と

順化を同時に行った.

また， IJ頂化 2~4 週間後に，植物体から根端 0.5 cmを採

取し，一部修正を加えた Fukui (1996) の方法に従い染色

体を観察した.すなわち，採取した根端を 2mM8ーヒドロ

キシキノリンで室温， 2時間前処理後，固定液(エタノー

ル:酢酸=3: 1)で室温 時間四定した固定後，根端を

蒸留水で 30分間水洗して固定液を取り除き， 3%セルラー

ゼ“オノズカ"RS (ヤクルト)， 2%マセロザイム R-200(ヤ

クルト)， 1%ペクトリアーゼ Y-23(キッコーマン)および

200mM EDTAを含む酵素液に 370Cで30分間浸潰した.酵

素処理後，根端をスライドグラス上に移し，固定液を加え

て細胞を拡散させ，室tl昆で乾燥させた後 2%ギムザ液で

30分間染色し，水洗後に乾燥させて染色体標本を作成し

た.これらの染色体標本について，光学顕微鏡 (BXづ1，

OLYMPUS) を用いて染色体数を数えた.なお， IJ頂化後の

倍加個体は， ラビットアイフ寸ルーペリー台木に接ぎ木して

育成した

2. オリザリン処理による白本産野生種の染色体倍加

(実験 2)

ナツハゼ(ニ倍体)，スノキ (v.smallii A. Gray) (二倍体)， 

コケモモ (v.vitis-idaea L.) (二倍体)およびクロマメノキ

(六倍体)の版芽を用いて，前記と同様の方法で多芽体を誘
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導した.なお，ナツハゼとクロマメノキは新潟県立横物園， 化後に育成して染色体倍加伺体を分離した後， ラビットア

スノキは樹美!奄(閣芸庖)， コケモモは湯沢関芸(圏芸自) イフ守ルーペリー台木に接ぎ木した.

より導入した. これらの多芽体から得られたシュートを，

実験 1と陪様の方法でオリザリン処理を行った.処理条件

は，実験 lの結果に基づき， 0.005%・24時間とし 20~ 

ヲO本のシュートを供試した.培養 2か月後に実験!と同様

に，得られたシュートの倍数性を解析し，発根処理と 11開む

を同時に行った.また，倍数性キメラ錨体に関しては， JI原

結果

1. 栽培品種でのコルヒチンおよびオリザリン処理条件の

検討(実験 1)

コルヒチンとオリザリンを処理したシュートは，無処理

区と比較して発芽が遅く，その傾向は処理濃度の上昇と処

第 1表 北部ハイブッシュブルーペリー‘Berkel巴y' シュートへのコルヒチン処理が染色体倍加に及ぼす影響Z

倍数性
処理濃度(%) 処理時間 {共試数 生存シュート数

4x (%) x 4x + 8x (%) 8x (%) 

対照区、、 O 30 30 100 30 (100 ) o ( 0 ) o (0 ) 

12 30 30 100 30 (100 ) o ( 0 ) o ( 0 ) 

24 30 30 100 30 (100 ) o ( 0 ) o ( 0 ) 

0.001 48 30 29 96.7 22 ( 73.3) 6 (20.0) 1 ( 3.3) 

72 30 23 76.7 19 ( 63.3) 2 ( 6.7) 2 ( 6.7) 

96 30 14 46.7 13 ( 43.3) 1 ( 3.3) o ( 0 ) 

12 30 20 66.7 15 ( 50.0) 5 (16.7) o ( 0 ) 

24 30 28 93.3 23 ( 76.7) 5 (16.7) o ( 0 ) 

0.005 48 30 17 56.7 12 ( 40.0) 4 (13.3) 1 ( 3.3) 

72 30 29 96.7 26 ( 86.7) 2 ( 6.7) 1 ( 3.3) 

96 30 29 96.7 15 ( 50.0) 10 (33.3) 4 (13.3) 

0.5 30 29 96.7 28 ( 93.3) 1 ( 3.3) o ( 0 ) 

30 28 93.3 27 ( 90.0) 1 (3.3) o ( 0 ) 

0.1 2 30 28 93.3 28 ( 93.3) o ( 0 ) o ( 0 ) 

4 30 30 100 27 ( 90.0) 3 (10.0) o ( 0 ) 

6 30 23 76.7 21 ( 70.0) 2 ( 6.7) o ( 0 ) 

0.5 30 29 96.7 26 ( 86.7) 2 ( 6.7) 1 ( 3.3) 

30 24 80.0 23 ( 76.7) o ( 0 ) J ( 3.3) 

0.2 2 30 30 100 25 ( 83.3) 5 (16.7) o (0 ) 

4 30 24 80.0 19 ( 63.3) 4 (13.3) 1 ( 3.3) 

6 30 24 80.0 18 ( 60.0) 4 (13.3) 2 ( 6.7) 

Zコノレヒチン処理後に M W培地で2か月間;取養を行い，各シュートの版芽から新たに発生したシュートを無作為に L本選び，フ

ローサイトメーターで倍数性を1将析した

y (生存シュート数/供試数)x 100により算出した

x括弧内は供試数に対する割合を示す

W 調整したシュートを夜接 M W培地に寵床して 2か月間塙養し，同様に倍数性を解析した

第 2表 北部ハイブッシュブ、ノレーペリー‘Berkeley' シヰートへのオジザリン処理が染色体倍加に及ぼす影響Z

倍数性
処理濃度(%) 処理時間 供試数 生存シヰート数 生存率Y

4x (%) x 4x + 8x (%) 8x (%) 

対照、区w O 30 30 100 30 (100 ) o ( 0 ) 0(0 

12 30 30 100 30 (100 ) o ( 0 ) o ( 0 ) 

0.001 24 30 30 100 23 ( 76.7) 7 (23.3) o ( 0 ) 

48 30 26 86.7 22 ( 73.3) 3 (10.0) 1 ( 3.3) 

12 30 27 90.0 18 ( 60.0) 4 (13.3) 4 (13.3) 

24 30 24 80.0 16 ( 53.3) 1 ( 3.3) 7 (23.3) 

48 3o 3.3 1 (3.3) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 

Zオリザリン処理後に MW培地で2か月間培養を行い，各シュートの阪芽から新たに発生したシュートを無作為に 1:本選び，フ

ローサイトメーターで倍数性を解析した

Y (生存シュート数/供試数)x 100により算出した

x括弧i乃は供試数に対する割合を示す

W 調整したシュートを直接 MW培地に罷床して 2か月間培養し，間様に倍数性を解析した
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第 1図 コノレヒチン処理した北部ノ¥イブッシュブルーペリー

‘8erkeley' の多芽f木由来シュートから新たに発生した

シュートのフローサイトメーターによる倍数性解析

A:四{者体， 8 八{自体， c: if，-数性キメラ(四倍休と

八倍体)

J]l時間の麗長:により，さらに強くなった. しかし 処理 2

か月後には個体数に差異があるものの，すべての処理区で

シュートが得られた

コルヒチン処理試験の結果(第 l表)， 0.001 %の 12およ

び 24時間処理ではすべてのシュートが生存していたが， 48

時間以上の処理区では処理時間が長くなるにつれて生存率

が減少し 96時間処理では 46.7%であった. 0.005， 0.1お

よび 0.2%では，処理時間がシュートの生存率に及ぼす影響

A 10 ~lrn 
仁二二コ

B 10μrn 
亡二二コ

第2図北部ノ、ィブッシユブツLーペリー‘8erkeley' (211 = 4xニ

48) (A) とシュートへのコルヒチン処J1f1から得られた

八倍体 (211= 8x = 96) (8) の根14誌の染色体

に一定の傾向は見られなかった.生存シュートの FCM解

析を行った結果(第 I1玄JA~C) ， /fl=lf苦体，八倍体および倍

数性キメラ(四it!?体と八倍体)が認められた.0.001%の 12

および 24時間処理では，すべてのシュートが四倍性を示し

た.しかし 48時IMj区では 20.0%の倍数性キメラが誘導さ

れ， 72時間区では 6.7%のシュートが八倍体であった.0.005

%のすべての処理区でf荷数，~!:キメラ (6.7 ~ 33.3%)が得ら

れた.それに対し，八{自体は 481時間以 j二の処理区で得ら

れ， 96 II~fli\Jが 13.3%と最も市j \，、染色体1Y"r 1Jll個体誘導率を示

した. 0.1%区では， 4時間処理で 10.0%の倍数性キメラが

得られたものの，染色体倍加個体は全く誘導できなかった.

0.2%区では， 2 fI羽海処理以外で染色体f自力Ilil自体がfせられた

第 3表 我が閑自主iミスノキ属植物シュートへのオリザリン処理が染色体{剖~\l に及ぼす影~:~It χ

生存率 3供試個体
生存

シュート数 2x [6x] (%) 
供試数

{去数，1生

(%) ， 2x + 4x [6x + 12xJ 4x l:12xJ (%) 

ナツハゼ 30 26 86，7 23 (76.7) 3 (10，0) 0 ( 0 ) 
スノキ 90 82 91.1 44 (48，9) 33 (36，7) 5 ( 5，6) 
コケモモ 20 16 80，0 0 ( 0 ) 8 (40.0) 8 (40，0) 

グロマメノキ 90 90 100 [21 J (23.3) [17J (18.9) 52 (57.8) 

Zシュートを 0.005%のオリザワン溶液に 241時間浸法後， MW培地で 2か月間培養を行い，各シュートのJJ夜芽からずIたに発生し

たシュートを無作為に i本選抜しフローサイトメーターで倍数性を解析した

) (生存シュート数/供試数)x 100により算出した

X括弧内は供試数に対する割合を示す

W クロマメノキは六倍体のため， 6x， 6x + 12xおよび 12xを示した
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第3歯 オリザヲン処理から得られた染色体f*JJQ個体の接ぎ
;;jq 年後の様子

A:‘Berkeley' (八倍体)， B:ブツハゼ(四倍体)

が，その誘導率は 6時間処理の 6.7%が最高であった

オリザワン処理を行った結果(第 2表)， 0.001%区の生

存率は 12，24および48I時間処理区において，それぞれ

100， 100および 86.7%であった.一方， 0.005%区では， 12 

および 24時Irf]区が 90.0および 80.0%の生存率であったの

に対し 48時間区では 3.3%と非常に低い生存率であった

0.001%程では，染説体倍加個体が 48時間区の l個体 (3.3

%)のみであった. しかし 0.005%区では， 12および 24

時間処理でそれぞれ 13.3および23.3%の染色体倍加偲体が

得られた.

FCM解析によって八倍体と推測された個体を順化し，四

倍体とともに根端の染色体数を観察した結果，それぞれ 96

および48本の染色体数を有する八倍体と四倍体であること

が確認され， FCM解析の結果と一致した(第 2図). コノレ

ヒチン処理によって得られた八倍体は，接ぎ木後2年を経

過しても順調な生育を示している(第 3区IA). 

以上の結果，スノキ属植物においては， 0.005%・24時間

のオリザリン処理を行うことにより，効率的に染色体倍加

個体を誘導できるものと忠われた.

2. オリザリン処理による日本産野生穫の染色体錯加

(実験 2)

0.005%・24時間の条件で，日本産野生種 4種にオリザリ

ン処理を行った結果，生存率は 80.0~ 100%であり，穏聞

による差異が認められた(第 3表).FCMで得られたシュー

トを解析したところ，種によって染色体倍加銀体の誘導率

が異なった.すなわち，スノキでは閉倍体誘導率が 5.6%

で，倍数性キメラ(二倍体と四倍体)誘導率が 36.7%であ

り，倍数性キメラの方が多かった. コケモそでは，四倍f.f
と倍数性キメラ(二倍体と四倍体)の誘導率がいずれも 40.0

%となった. クロマメノキでは， 57.8%という高率で一r‘二
倍体が得られた 頗化した染色体倍加個体の根端の染色体

数を調査したところ， FCMでlZ9倍体と推定されたスノキ

(第 4図)とコケモモは 48本の染色体を有する四f音体であ

ることが確認されたが， クロマメノキは正確な染住体数を

確認するには至らなかった.ナツハゼは，四倍体が得られ

ず倍数性キメラ(ニ倍体と凶倍体)の誘導率も 10%であっ

たが， 11際化後に完全な染色体倍加鰐体を分離しラビット

アイブ、ルーペリー台木に接ぎ木し， 1綴調な生育を示してい

る(第 3図 B).

考 察

スノキ属では，ラビットアイブルーペリー，ハイブッシュ

第4関 シュートへのオリザリン処理から得られた四倍体スノキ (A) と根端の染色体 (2n= 4x = 48) (B) 



210 ~!t田浩利・小島符子・鉄村E家裁・小松春喜・図武久登

ブ、ルーペリーおよびそれらと野生種との交雑種などで， コ

ルヒチン処理による染色体倍加が試みられている (Dweikato

Lyrene， 1989; Goldy・Lyrene，1984; Lyrene 0 Pen.y， 1982; Penγ-

Lyrene， 1984) . これらの研究におけるコルヒチン処理濃度

はo~ 0.2%，処理時間は 6 時間~8 週間と多様である.

Lyr・ene0 Penγ (J 982) は， コルヒチン処理したシュートで

は生存率の減少と生省の抑制が認められ，処理後にコルヒ

チン類、添加培地で培養したシュートの中には，伸長開始ま

で数か月を要したことを報告しているまた， Perry 0 Lyrene 

(J 984)は，コルヒチンを処理した 3種すべてで，コルヒチ

ン濃度の上昇と処理時間の延長によりシュートの生存率が

減少する傾向が認められたが，一部では処理時間と生存率

に関連性がなかったと報告している.本研究においても，

コルヒチン処理濃度と時間が生存率に及ぼす影響には，一

定の傾向が認められなかった. これらのことから，スノキ

属植物のコルヒチンへの反応は，処理条件，遺1云子型およ

び供試部位などにより異なるものと推察された.

オリザリン処理では，処理時間の延長 (Allumら， 2007; 

Dunn 0 Lindstrom， 2007; Kermaniら， 2003)と濃度の上昇 (van

Durenら， 1996) により，供試材料の生存率が減少するこ

とが報告されている.本研究においても，オリザリン処理

した‘Berkeley' の生存率は，処理濃度の上昇と処理時間

の延長により減少した.特に， 0.005%・48時間では 3.3%

の生存率を示し，同条件のコルヒチン処理の生存率 (56.7

%)と比較すると低い値となった.以上のことから，スノ

キ属におけるオリザリン処理は， コルヒチンと同様に処理

濃度の上昇または処理時間の延長により生存率を低下させ

るものと忠われたが，特に，長時間の処理は植物体へ悪影

響を及ぼすものと推察された.

Goldy・Lyrene(1984)は，コルヒチンを添加した液体積

地にハイブッシュブルーペリーのシュートを浸潰処理した

結果， 0.025%で 24~ 48時間処理することにより染色体倍

加紹休を獲得している.Perry 0 Lyrene (1984)は，V e!liottii 

Chapm.のシュートに0.01%コルヒチンを2週間処理するこ

とにより染色体倍加{固体を獲得したが， コルヒチンへの反

応は遺伝子型により異なったと報告している. Dweikat 0 

Lyrene (1989) は，ハイブッシュブルーペリーと Velliottii 

Chapm.の三倍[4'種間雑種 FL8ト19のシュートを， 0.02%コ

ルヒチン添加培地で 6日間培養することにより，最も高い

頻度で、染色体倍加個体を獲得している. しかしながら， こ

れらの報告では，染色体倍加個体の誘導率には全く言及さ

れていない 本研究では， ‘Berkeley' において濃度と時間

を組み合わせた 20のコルヒチン処理区のうち， 10処理|玄

で染色体倍加個体が得られ このうち 0.005%の 96時間処

理区では， 13.3%の染色体倍加個体誘導率を示した.

van Durenら(J996)は，バナナのシュートにコルヒチン

とオリザリンを処理しコルヒチン処理 (0.2%・48時間)

の染色体倍加個体誘導率が最高 23.1%であったのに対し，

オリザリン処理 (0β1%・7日間)のそれは最高 29.1%を示

し，オリザリン処理において染色体倍加個体誘導率が高

かったとしている. リンゴ (Bouvierら， 1994)やキウイフ

ルーツにhalak・Legave，1996)でも，コルヒチン処理に比

べてオリザリン処理で四倍体の誘導率が高いことが報告さ

れている.本研究においても， ‘Berkeley' のオリザリン処

理による染色体倍加僧体誘導率の最高は 23.3% (0.005%・

24時間)であり， コルヒチン処理(13.3%) よりも高い髄

を示した.日本産野生種 3穫においても， 5.6 ~ 57.8%の割

合で染色体倍加個体を獲得し，倍数性キメラ鱒体から分離

した染色体倍加個体を含めると，オリザリン処理により，

日本産スノキ属捕物すべての染色体倍加個体を獲得するこ

とに成功した.

以上の結果，スノキ属の染色体倍加に及ぼすオリザリン

処理の有効性が明らかとなった.本研究で得られた染色体

倍加個体は， ラビットアイフマルーペリー台木に接ぎ木した

後，順調な生育を示している.カンキツにおいては， コノレ

ヒチン処理によって得られた染色体倍加個体は，完全にす

べての細胞が倍加していない場合，育成中に元の倍数体に

戻ることや周縁キメラになることが報告されていることか

ら(古田ら， 2004;糠谷ら， 2011;Yahataら， 2005b)，今後

は，生育特性や生殖稔性を調査するとともに，染色体倍加

した日本産野生種の倍数性の存解析を行う必要があると考

えられる.

摘要

我が国に自生するスノキ属傾物とブルーペリー栽靖品種

において，多芽体由来シュートを用いた染色体倍加を検討

した.オリザリンとコノレヒチンを様々な濃度や時間で

シュートに処理し，その後 5mg 0 L-1 zeatinを添加した MW

培地で培養した. t者養したシュートの!肢芽から新たに発生

したシュートの倍数性を解析した 染視体倍加個体の誘導

率は有糸分裂阻害物質の穏類，処理濃度，処理時間および

供試した種により異なったが，本処理条件内では，オリザ

リンの方がコノレヒチンより高い値を示した.特に， 0.005 

%・ 24時間でオリザリン処理を行った場合，北部ハイブッ

シュブルーペリー‘Berkeley'，スノキ， コケモモおよびク

ロマメノキにおいて 23.3， 5.6， 40.0および 57.8%の染色体

倍加偲体が得られた. これらの染色体倍加個体は， ラビッ

トアイブ、ルーペリー台木に接ぎ木した後，順調な生脊を示

している.以上のように 多芽体由来シュートへのオリザ

リン処理により，スノキ属植物の染色体倍加個体を効率的

に誘導できることが明らかになった.
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